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薬物動態談話会 11 月幹事会 庶務幹事資料 

1. 薬物動態談話会 第 42 年会の参加状況 

1) 参加状況 

参加者：123 名（延べ） 

  
1 日目参加者数 

（11 月 14 日） 

2 日目参加者数 

（11 月 15 日） 
宿泊者数 

意見交換会 

参加者数 

一般会員 83 91 82 83 

会長・名誉会長 3 3 3 3 

演者 12 12 11 12 

特別･功労会員※ 13 15 13 14 

計 111 121 109 112＃ 

※：オブザーバー（1 日目：1 名、2日目：2 名）含む。 

＃：他にブース展示業者招待者 3名あり（計 115 名） 

展示ブース；6 小間 （日立ハイテクノロジーズ、フェニックスバイオ、ドットマティクス、サーモフィッシ

ャーサイエンティフィック、ブルカージャパン、バイオタージ・ジャパン） 

 

（コメント） 

・参加者数は延べ 124 名とほぼ例年同程度でした。 

・会社旅費規程を考慮し、宿泊費を 12000 円から 8000 円に変更したためか、宿泊される方が

昨年にくらべ 13 名増加しました。 

 

参考 2018 年度  参加者：124 名（延べ） 

  
1 日目参加者数 

（11 月 15 日） 

2 日目参加者数 

（11 月 16 日） 
宿泊者数 

意見交換会 

参加者数 

一般会員 85 95 70 85 

会長・名誉会長 3 3 3 3 

演者 12 13 12 12 

特別･功労会員 12 12 11 12 

計 112 123 96 112 

展示ブース；5 小間 （フェニックスバイオ、バイオタージ・ジャパン、富士通九州システムズ、 

神戸天然物化学、ブルカージャパン） 

 

参考 2017 年度  参加者：134 名（延べ） 

  1 日目参加者数 2 日目参加者数 宿泊者数 意見交換会 

一般会員 85 93 73 85 

会長・名誉会長 3 3 3 3 

演者 10 11 9 10 

特別･功労会員 26 25 24 26 

計 124 132 109 124 

展示ブース；3 小間（フェニックスバイオ、バイオタージ・ジャパン、ネモト・サイエンス） 
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参考 2016 年度  参加者：131 名（延べ） 

 1 日目参加者数 2 日目参加者数 宿泊者数 意見交換会 

一般会員 97 101 85 95 
会長・名誉会長 2 2 2 2 

演者 11 11 11 11 

特別･功労会員 12 13 12 12 

計 122 127 110 120 

展示ブース；6 小間（フェニックスバイオ、バイオタージ・ジャパン、 

ＬＳＩメディエンス、新日本科学、富士通九州システムズ、ネモト・サイエンス） 

 

2. 6 月演習セミナーについて 

過去の演習セミナー内容とアンケート結果をもとに新たに担当幹事となられた岩坪常任幹事より、

2020 年演習セミナーのテーマおよび講師のご提案があります（別紙 1）。 

 

日時：2020 年 6 月 12 日（⾦）、10:00～17:30（9:30 受付開始） 

場所：日本薬学会 ⻑井記念ホール A-B 

テーマ案：IVIVE 法、アニマルスケールアップ法に基づく創薬段階における実践的なヒト PK予測に

ついて考えよう 

講師案：武蔵野大学 薬学部 伊藤清美 先生 

 

3. 引継ぎ関連 

 幹事交代に伴う HP の更新等について （引継ぎ資料より） 

引継ぎ直後の HP 関連作業  

1) 幹事会メンバーのホームページへのログインは、専用 ID 「danwakai-kanji」で変更はない

が、パスワードは毎年設定しなおす。11 月年会以降は新幹事へ業務は引き継がれるが、新

規参加の幹事は1月幹事会にて担当が決定されるため、パスワードの変更は1月新年例会

終了後に実施することとし、速やかにピングプラン藤野さんに依頼し、新しいパスワードを幹

事会メンバー（新幹事含む、前年幹事除く）へ連絡します。その際、 dweb-ml@danwakai.jp

などメーリングリストの前年幹事のメールアドレス削除と新幹事メールアドレス追加の変更（入

れ替え）も同時に実施してもらいます。（幹事会メンバーが途中で変更された、常任幹事等

が退会 した場合 も同 じ で す ） →現在 、使用 され てい る メ ー リ ン グ リ ス ト は

dweb-ml@danwakai.jp（イベント予約、承認関連）、head-ml@danwakai.jp（全ての常任幹事お

よび幹事）、event-ml@danwakai.jp（イベント関連連絡用）、bureau@danwakai.jp(庶務・会計

情報共有用)があります。 

2) 前年度幹事に引継ぎが完全に終了したらすべての会員情報などファイルの削除をお願い

し、削除した旨返信を受けるようにします。 

3) 「担当幹事の紹介（写真入り）」ページの変更。新幹事の紹介記事を準備し、庶務幹事で更

新をする。（会計幹事は 1年目より主幹事となりますので別途対応が必要です。） 

4) ホームページ最下部の事務局の欄の事務局（新庶務幹事）への変更をピングプラン藤野さ

んへお願いしてください。 

 

mailto:dweb-ml@danwakai.jp
mailto:dweb-ml@danwakai.jp


 2019年 11月幹事会 

庶務幹事資料：久保、森田 

 3 
 

4. 薬物動態談話会ホームページ（HP）関連 

 年会の薬物動態学会HPへの掲載依頼を実施。 

 イベント開催場所のGoogle map の不具合は継続調査中。 

 イベント参加申込後に表示される記載内容を変更した。 

（特別/功労会員にも入金待ちの表示がされるため問い合わせがあった） 

 アーカイブスペースについて（9 月幹事会にて設置審議済み） 

①年会前設置ができなかったため、年会要旨集のテスト掲載を断念した（ピングプラン社の対応

遅延のため）。 

②資料アップロード・ダウンロード・閲覧権限を幹事会メンバー内で設定する必要が有るかを検討

中。 

③対応漏れを防止するため、ピングプラン社との連絡時の宛先として既存メーリングリスト

「dweb-ml@danwakai.jp（庶務担当常任幹事＋一般会委員幹事）」の利用、若しくは専用メーリン

グリストの設置を打診された。主に対応する庶務担当幹事（常任幹事と一般会員）を宛先とした

MLの設置で調整する予定。 

 

5. 他学会のチラシ配布及びHP掲示、会員告知 

JSSX第34回年会：1月新年例会、4月例会、6月演習セミナー、8月談話会セミナー、9月例会、

年会(第 42 回)でチラシ配布 (幹事会メール審議済み)。 

※本日昼食時に武田薬品工業 平山様よりご案内あり。 

※6 月演習セミナー以降は年会とショートコースのチラシを配付。 

理化学研究所 杉山特別研究室主催 第 15 回理研公開シンポジウム 

：会員向けメール周知および HP掲載済み。年会（第 42 回）および新年例会でチラシ配布（幹事

会メール審議済み）。 

マイクロドーズ臨床試験第 2回国際会議 

：年会（第 42 回）でチラシ配布（幹事会メール審議済み）。 

 →1 月新年例会、4月例会でも配付をご希望とのこと。ご審議をお願いします。 

※本日昼食時にジェノメンブレン 仙田様よりご案内あり。 

JSSX 第 35 年会：年会（第 42 回）にてご案内（幹事会メール審議済み） 

 

6. 入退会の報告 

＜入会＞ 

一般会員：佐藤製薬株式会社（2019 年 10 月 1日付、9月幹事会にて承認）。 

※島津製作所およびサノフィーの勧誘状況（杉山先生、1 月幹事会議事録より） 

＜退会＞ 

なし。 
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＜会員数の推移＞ 2019 年 11 月 11 日現在 

年度 一般会員企業 特別会員 功労会員 ISSX 会員 

2019 年 70 社 74 名 15 名 
 
 
 
 
 
 

 

6 名 

2018 年 68 社 74 名 16 名 14 名 

2017 年 72 社 74 名 18 名 15 名 

2016 年 72 社 75 名 17 名 24 名 

2015 年 70 社 75 名 15 名 35 名 

2014 年 70 社 74 名 16 名 40 名 

2013 年 71 社 70 名 16 名 45 名 

2012 年 72 社 67 名 14 名 46 名 

2011 年 74 社 67 名 13 名 49 名 

2010 年 75 社 69 名 13 名 52 名 

2009 年 73 社 68 名 14 名 53 名 

2008 年 77 社 67 名 14 名 57 名 

 

7. 今後の日程確認 

2020 年 

 新年例会 1 月 31 日（金） 東京ガーデンパレス 東京 予約済 

4 月例会 4 月 17 日（金） 千里ライフサイエンスセンター 大阪 仮予約済 

演習セミナー 6 月 12 日（金） 日本薬学会長井記念ホール 東京 仮予約済 

談話会セミナー 8 月 26 日（水）-28 日（金） クロス・ウェーブ府中 東京 予約済 

9 月例会 9 月 14 日（月） 日本薬学会長井記念ホール 東京 仮予約済 

第 43 年会 11 月 19 日（木）-20 日（金） オークラアクトシティホテル浜松 浜松 予約済 

 

日程の参考(他学会予定) 

・センター試験 2020 年 1月 18 日(土)～19 日(日) 

・JSSX 第 35 回年会（2020 年）ISSX との合同開催 2020 年 10 月 4 日（日）～8 日（木） 

       Hilton Waikoloa Village, Waikoloa, Hawaii, USA  

・第 47 回日本毒性学会学術年会 2020 年 6 月 29 日（月）～7 月 1 日（水）  

仙台国際センター（仙台国際会議場） 

 

2021 年 

新年例会 1 月 29 日（金） 東京ガーデンパレス 東京 仮予約済 

4 月例会 4 月 9 日（金）or16 日（金） 千里ライフサイエンスセンター 大阪 仮予約済 

第 44 年会 11 月 11 日（木）-12 日（金） 

11 月 18 日（木）-19 日（金） 

オークラアクトシティホテル浜松 浜松 仮予約済 

 

日程の参考(他学会予定) 

・大学入学共通テスト 2021 年 1月 16 日(土)～17 日(日) 

・第 48 回日本毒性学会学術年会 2021 年 7 月 7 日（水）～7 月 9 日（金）  

神戸国際会議場 
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2022 年 

第 45 年会 11 月 10 日（木）-11 日（金） 

11 月 17 日（木）-18 日（金） 

オークラアクトシティホテル浜松 浜松 仮予約済 

 

2023 年 

第 46 年会 11 月 9 日（木）-10 日（金） 

11 月 16 日（木）-17 日（金） 

オークラアクトシティホテル浜松 浜松 仮予約済 

 

2024 年 

第 47 年会 11 月 14 日（木）-15 日（金） 

11 月 21 日（木）-22 日（金） 

オークラアクトシティホテル浜松 浜松 仮予約済 

 

8. 次回幹事会の予定 

1 月幹事会 2020 年 1月 31 日(金)･･･11:30～13:00  

(13:00 から例会受付開始、13:30 から例会開始) 

 東京ガーデンパレス 3階 鶴の間 
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2020年度演習セミナーについて 

2020年 11月 15日 

 岩坪・久保 

日程：2020年 6月12日（⾦） 

時間：10:00～17:30（9:30 受付開始） 

場所：日本薬学会 ⻑井記念ホール A-B 

テーマ案：IVIVE法、アニマルスケールアップ法に基づく創薬段階における実践的なヒトPK予測に

ついて考えよう 

講師案：武蔵野大学 薬学部 伊藤清美 先生 

チューター：未定 

考慮すべき点・検討課題等（参加者アンケート結果、9月度幹事会報告等をふまえて） 

 講師、準備作業、経費の点から、基本的にはこのまま基礎固めの演習を主軸に継続する。 

 今年度のDDIの演習セミナーでは、開発候補化合物の相互作用リスクを参加者間でディスカッシ

ョンするようにした課題3が高評価を得たことから、今後も企業での実際の創薬研究の現場を想

定しながら、問題を解いたりグループディスカッションしたりするようなケーススタディ的な内容も検討

の余地がある。 

 ヒト PK予測は 2016 年以来 4年ぶりになる。 

 今回のテーマとして、ヒト PK予測に関して、クリアランス概念の基礎と IVIVE に、種々のアニ

マルスケールアップ法も加えて、ヒト PK予測と First-In-Human の用量設定の考え方等を

概説するとともに、例えば仮想の候補化合物間での選択についてグループ内で討議するよう

なケーススタディ的な課題を含めたセミナーを企画してはどうか。 

 グループ分け（事前アンケート時の経験有無と入社年数でグループ分け）の意義を高める

ために、経験者に事前に役割（ファシリテート）を伝えておく。 

 講義と演習の時間配分の改善、特に演習時間不足の意見が多い（昨年と同様）。 

 事前課題の配付が遅く十分に取り組めなかったとの声が多かった。 

 PC 持込可とし、エクセルによる⼀括処理で時間を捻出する（本年と同様） 

 次回も、講義で取り上げる内容の⼀部を事前に知らせて予習してもらうことが前提 

 演習時間の短縮のため、事前課題の配付を早める（週末が利用できるように開催 1 週

間以上前・・・講師の先生と要相談）。 

 


